

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































それを超えようと頑張る。たとえばコピーも１回で 10 枚しか取れない。10 枚だったらどれコ
ピーしようって必死になって選びますよね。見開きのコピーも，本を開きすぎて痛むからダメ
だと。そうするとけっこう考えます。どれをコピーするか。 
質問者Ｅ：大学はコミュニティっていうのがあって，図書館がくっついているのがよいとい
う話ですかね。 
港先生：大学に関してはそうだと思いますね。 
質問者Ｅ：逆に言うと，図書館はコミュニティごとにほしいという。 
港先生：そういうことですね。一見時代に逆行しているように見えるかもしれないですけれ
ども，ただ大学がもっているひとつの知をオーソライズする機能というのはけっこう大事な
わけですよね。誰がオーソライズするのかという，それはやはりそれぞれのアカデミーが責
任をもつべきだと思うし，もちろん wiki的な知の構築というのもあると思うんですけれども，
だからこそそこを手放さずにもっているということが重要だと思うんですけれども，どうで
しょうか。反動でしょうかね，僕は。 
河野先生：ちょっと別の角度から話しますと，僕は自分の研究室をゼミとか授業用に使うの
が好きなんですよね。それはなぜかっていうと壁に本がズラッと置いてあるので，議論に出
てきたときに出せたりとか，ゼミが終わった時に「何か読む本はないでしょうか」っていう
ときに，「じゃあ，これはどうかな」って出せたりできますね。それは私の私物であったり，
個人研究費で買ったものなので，本に線が引いてあったり，付箋がついてたりしている。そ
うした研究室で授業をするのは，学生に対していい効果があるんじゃないかと思っているん
です。それはなぜかというと，本棚というのは私の集めた意味空間になっていると思うんで
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すよね。それを学生が見つけた時に，たとえば，「あぁ教育哲学だったらこういう関連の本を
読むんだなぁ」みたいなことを発見できると思うんですよね。やっぱり小さくてまとまりの
ある図書館，たとえば，ルーヴァンの図書室というのは，いい意味でコンパクトにまとまっ
た図書室で非常に関連と意味が見いだしやすい。そこでは研究がやりやすい。トロント図書
館のように大変に蔵書数が多い場合には，これほどの大量の情報を，分野を超えて集めてあ
ることは他の場所ではありえないので，自分で検索のつながりがつけられるならば素晴らし
い場所だと思います。しかし，さきほども言ったように，本が記憶だとするならば，どうや
って思い出すかが問題なんですよね。思い出せないのであればそれは謎のままですが，記憶
がたくさんあって思い出すポテンシャルがたくさんあることは重要です。そうした情報の多
さは，関連性の厚みを生み出すと思います。思い出すっていうのは関連性で思い出すことな
のだと，何度も主張したいと思います。その関連性を誰がつけるのかっていうと，学生本人
がつけるんだ，自分でとにかくやってみるんだでもいいと思うんですが，やっぱりそれは他
の人がどのように調べているかを見て，その人を通して情報にはこういうつながりがあるん
だってみえてくることが学習のモチベーションをあげると思うんですよね。なので総合図書
館というのは逆に関連性というのを強くつけてあげるような補助機能がないと，ただたくさ
ん本があるだけになってしまうでしょう。私はこの新図書館はくつろげるスペースがあって，
学生が常にそこに集まっているのでよかったと思います。もうひとつ望みたいのはそういっ
た意味関連をつけてあげられるような何かの機能があるといいなと思います。だから学生同
士でこういう本を読んでみたらっていうアドバイスもあると思いますし，専門研究者用のラ
イブラリアンもいるといいなぁというふうには思いますけどね。 
港先生：やっぱりレファレンス・コーナーにいる一人の人っていうのはどんなコンピュータ
よりも勝ると思いますね。究極として，それがないと総合図書館というのは消えるんじゃな
いんでしょうか。 
河野先生：事務の方たちからの研究に対するコミットがもっとあってもいいと思うんですよ
ね。教育関連の国際学会に出てみると，学会発表する人の中心はもちろん大学の教員なので
すが，それは私の参加している国際学会では半分くらいなんですね。それでもう半分は誰か
っていうと，それは事務の方がうちの大学はこういう教育をしていますとか，図書館の人が
図書館を中心とした開発教育って事務の方が発表されているんですね。そういう学会発表の
かなりの多くが，教員がファースト・オーサーでも，セカンド・オーサーが事務の人で，発
表も担当していたりする。そういう事務の方自身が学術的にクリエイトする分野にコミット
してくださることを期待したいです。図書館ももっとそういうことがあっていいんじゃない
かな。ここにこういうご質問があったんですね。「小中高の教員がライブラリアンのようにな
ってほしいという発言があったけれども，それはどういうことなのか」っていう質問ですね。
それは，ライブラリアンが研究にもっと強くコミットすることがだんだん求められているん
だと思います。図書館での学習・研究支援についても学生さんにもやってもらうことが必要
で，トロント大学の図書館だと院生がレファレンスやコンピュータ補助などでズラッといて
ですね，いろんな補助機能をしているんですよね。そういった形で小中高の教育というのも，
結局は，ある子どもに合わせて子どもの関心をファシリテートするような形で補助してあげ
るということが最も大切なのです。そういった研究補助をするかたちで，子どもと一緒に何
かの探究をやっていくんだということです。教員は子どもの共同研究者なんだという意識を
小中高の先生方はもってほしいなと思います。ただ教えるんじゃなくて，共同研究者なんだ
ということです。ですから，事務職員の方が，教育や研究や表現へのコミット度をもっと高
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めていただいてもいいんじゃないかなと思います。「じゃ，どういった内容を図書館はアウト
プットしていくのか」とお尋ねでしょう。私は専門じゃないので具体的なことは言えません
けれども，大学が全体として研究を志向していくならば，さらに大学のレベルは向上してい
くと思います。あるいは図書館全体で発信や表現を志向していけば，学生は図書館に入った
だけでモチベートされていくでしょう。勉強をやる気のない大学に一人研究活動に熱い教員
がいても，空回りしてしまいます。逆に，全体として研究を推進する雰囲気があって，大学
の職員の方から研究を進めるような対応を学生にしてくれると，学生のモチベーションは変
わると思いますね。そういうことが，私がムードとか，身体性とかといった言葉で意味して
いることです。 
港先生：ひとつ大切な質問があるので，それに答えます。一番最初にロンドンの空襲の時に
屋根が吹き飛んで，がれきになった図書館に来て本を手にした人の写真が心に残ったと。そ
れで彼らは本に何を求めてあのような状況下で本を取りに来たのだろうかと考えましたが，
どうでしょうか，というご質問です。僕はたぶん，空襲のある前の週にあの本を借りようと
思って，普通に来たんだと思います。空襲にあって屋根は吹き飛んだけど，本はたまたま残
ってたから手に取ったんだと思いますね。そしてまさにそのことが，図書館がもってる大切
な役割だと思うんです。変わらずそこにあって本を取れるということ。ロンドン空襲の場合
は，生きるよすがですよね。彼らは本に何を求めたのかっていうことですけれども，特に何
も求めてはないかもしれない。ただ本を取りたかったんだと思います。本を借りること，そ
して本を持って帰れることが，市民にとっての生きるよすがだったんだと思うんですね。そ
れは空襲下のロンドンだけではないと思います。 
司会：はい。それでは時間がきましたので，まとめようかと思ったんですが，まとめないほ
うがいいかと思いましたので，これで終わりにしたいと思います。今日は先生方，どうもあ
りがとうございました。 
